
（1）　令和 6 年 1 月　

材
の
価
格
高
騰
な
ど
、
市
内
の
農

業
者
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

方
々
が
影
響
を
受
け
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

厳
し
い
現
状
が
続
い
て
お
り
ま
す

が一
刻
も
早
く
状
況
が
好
転
す
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
防
災
や
景
観
な
ど
多
様

な
機
能
を
持
つ
都
市
農
地
の
保
全

が
進
め
ら
れ
る
中
、
農
業
委
員
会

と
し
て
も
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
解
消
・

防
止
や
新
規
就
農
の
促
進
な
ど
喫

緊
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
に

加
え
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し

て
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や

地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

委
員
一
丸
と
な
り
農
業
振
興
及
び

農
地
の
保
全
等
に
尽
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
が
、
ま
ず
、
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て

は
、
平
素
か
ら
農
業
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、
各
関
係
機
関
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
混
乱
が
落
ち
着
き

を
見
せ
つ
つ
あ
る
一
方

で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め

と
し
た
世
界
情
勢
の

変
化
に
伴
い
生
産
資

障
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

に
目
を
向
け
ま
す
と
、
担
い
手
の

不
足
、
遊
休
農
地
の
問
題
、
農
地

面
積
の
減
少
な
ど
、
依
然
と
し
て

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
一
方
で
、

昨
年
の
農
林
業
祭
で
は
新
鮮
な
地

元
産
農
産
物
を
求
め
る
市
民
で
賑

わ
い
、
前
年
を
上
回
る
来
場
者
数

と
な
る
な
ど
、
地
産
地
消
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
貴
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
農
地
等
利

用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す
る

意
見
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、
遊
休

農
地
の
解
消
や
鳥
獣
害
対
策
な
ど

の
取
組
を
進
め
る
ほ
か
、
各
種
農

業
施
策
を
着
実
に
実
践
・
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実

現
す
る
た
め
、
貴
重
な
農
地
を
良

好
な
状
態
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

べ
く
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

輝
か
し
い一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
ず
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
心
か
ら

お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
、
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
者
の
皆
様
方
に
は

平
素
か
ら
、
本
市
の
農
業
施
策
を

は
じ
め
、
市
政
全
般
の
推
進
に
格

別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
不
安
定
な
国
際
情
勢

が
及
ぼ
す
世
界
的
な
物
価
高
や
急

激
な
円
安
に
よ
り
、
農
業
生
産
に

欠
か
せ
な
い
肥
料
等
の
調
達
が
不

安
定
化
す
る
な
ど
、
食
料
安
全
保
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令和 6 年 1 月　（2）

　近年の農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化や後継者不足に
よる遊休農地の増加に加え、コロナ禍や台風など脅威を増している自
然災害、またロシアによるウクライナへの軍事侵攻の長期化等により
世界情勢が一変し、これらの影響により生産資材価格等が高騰するな
ど、農業者にも厳しい状況が続いている。一方で、都市住民による農
業への関心の高まりなどの後押しを受けた「都市農業振興基本法」の
制定等、農業を取り巻く環境も大きく変化している。
　市はこのような社会状況の変化に対応し、本市の豊かな農林業を次世代に繋ぐため「農林業基本計画」
を策定し、「市民と農林業者がともに目指す豊かな農林業の創造」という基本目標のもと、その実現に
向け、市、農林業者をはじめ、市民や農業委員会を筆頭とする関係組織とが協働で様々な施策を行うこ
とにより、本市農林業のさらなる振興に取り組んでいくとしている。
　また、国は「農業経営基盤強化促進法」の一部を改正し、市町村の責務として、地域の農業者をはじ
めとした関係組織と密に協議を行い、地域における農業の在り方や農地の効率的かつ総合的な利用に関
する目標等を定めた「地域計画」の策定をすることとしている。
　これを受け、当委員会では現在、「地域計画」策定のため農業者の現在置かれている状況や今後の農
業経営の意向を把握するとともに、これらの意向に基づいた「目標地図」の作成を行うべく、その基本
となる「現況地図」の策定に向け、作業を進めているところである。また、「担い手への農地の集積」・「遊
休農地の解消」「新規参入の促進」といった農地利用のいわゆる「最適化活動」に係る目標を定め、そ
の達成に向けた活動を行うとともに、農業者の代表機関として市や関係組織との連携を図ることにより、
農地の適正な利用や農業の持続的発展にも取り組んでいる。これには、本年７月に農業委員と農地利用
最適化推進委員の改選が行われ、新たな体制となった後も引き続き全力で注力していくもので、あわせ
て今後市が行おうとする「地域計画」策定にあたっては全面的に協力していく所存である。
　このたび、農業委員会等に関する法律第３８条に基づき、農業者や農業関係団体等の意見・要望を、「農
地等利用最適化推進施策等に関する意見」として取りまとめた。本市の農業の持続的発展、また、市が
今後も農業委員会とともに行っていく農業施策の実現のためにも、令和６年度の施策立案や予算編成に
あたり、所要の措置を講じられたい。

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
昨
年
10
月
3
日
に
森
本

会
長
か
ら
濱
田
市
長
に
手
交
し
た
、
令
和
６
年
度
農
地
等

利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
に
対
し
昨
年
12

月
22
日
に
濱
田
市
長
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
主
要
な
４
項
目
に
つ
い
て
の
意
見
と
こ
れ

に
対
す
る
市
長
か
ら
の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

各
地
区
か
ら
の
意
見
を
含
め
た
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

森
本
会
長
（
前
列
左
）
か
ら
濱
田
市
長
（
同
右
）
へ

意
見
書
を
手
交

高槻市農業委員会だより

令和6年度農地等利用最適化推進施策等に関する意見
肥料等の高騰への対策などを要望し

昨年12月に市長から回答

▼令和6年度農地等利用最適化推進
施策等に関する意見「はじめに」

【 目　次 】
１ 都市農業振興施策全般について

３・4 面
２ 地産地消や食育啓発、
　 主産地育成事業の推進について

　　　　　　　　　　　 ４面
３ 農地の保全に向けた
　 農業施設の整備について

  　   　　　　　　　　４・５面
４ 農空間を取り巻く
 　良好な環境の形成について

　 　　　　　　　　５・６・７面



（3）　令和 6 年 1 月　

が
、
こ
れ
は
今
後
、
毎
年
続
く
も

の
だ
と
予
想
さ
れ
る
。
各
地
の
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
温
に

耐
え
ら
れ
る
新
品
種
が
続
々
と
開

発
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
本

市
と
し
て
も
高
温
障
害
に
耐
性
を

持
つ
品
種
を
早
急
に
大
阪
府
の
奨

励
品
種
と
す
る
よ
う
強
く
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
喫
緊
の
優
先
課

題
と
い
う
観
点
の
も
と
、
関
係
機

関
と
も
に
対
策
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

【
回
答
】
大
阪
府
に
お
け
る
水
稲
の

産
地
品
種
銘
柄
に
は
「
に
こ
ま
る
」

や
「
て
ん
た
か
く
」
な
ど
、
高
温

耐
性
を
有
す
る
品
種
が
既
に
複
数

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
温
障
害

へ
の
対
応
品
種
の
開
発
状
況
に
つ

い
て
は
、
大
阪
府
等
を
通
じ
て
情

報
収
集
に
努
め
て
お
り
、
引
き
続

き
、
国
、
大
阪
府
及
び
関
係
機
関

の
動
向
を
注
視
し
、
府
内
の
高
温

障
害
の
状
況
や
研
究
状
況
等
の
情

報
収
集
と
情
報
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑤
農
業
者
と
行
政
の
積
極
的
な
意

見
交
換

　

農
業
者
が
抱
え
て
い
る
問
題
は

多
岐
に
わ
た
り
、
諸
問
題
の
解
決

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
行
政
、

関
係
機
関
、
並
び
に
地
元
実
行
組

合
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
定
す
る

こ
と
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の

だ
と
考
え
る
。
地
区
別
に
定
期
的

な
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と

新
規
就
農
者
の
技
術
指
導
や
農
地

拡
大
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
、
認
定
新
規
就
農
者
を
育
成
す

る
他
、
農
業
委
員
会
事
務
局
等
と

連
携
し
就
農
希
望
者
へ
農
地
の
紹

介
を
行
い
、
担
い
手
不
足
の
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
阪
府
や
JA
等
関
係
機
関
を
は
じ

め
地
域
の
農
業
者
と
と
も
に
連
携

し
な
が
ら
、
受
託
組
織
へ
の
支
援

な
ど
、
優
良
な
担
い
手
の
確
保
や

育
成
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

③
農
地
の
適
正
管
理

　

遊
休
農
地
の
状
況
を
考
察
す
る

と
、
特
に
他
地
区
か
ら
の
耕
作
者

や
相
続
で
取
得
し
た
所
有
者
等
が

農
地
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
状

況
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
農
地
の

適
正
管
理
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
農

業
者
等
か
ら
苦
情
が
出
な
い
よ
う

な
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
策
を
検

討
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
遊
休
農
地

の
解
消
及
び
農
地
の
適
正
管
理
の

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
高
温
対
策
品
種
の
開
発

　

気
温
が
２
℃
上
昇
す
る
と
、
米

の
収
穫
量
は
全
国
平
均
で
約
３
％

減
少
す
る
と
と
も
に
、
米
の
品
質

も
未
熟
米
が
多
く
な
り
、
１
等
米

比
率
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
今
年
の
夏
は
特
に
暑
か
っ
た

す
く
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
研
究

し
、
創
設
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
近
年
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
危

険
物
を
使
用
し
た
犯
罪
に
よ
り
多

く
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
給
油
取
扱
所
に
お

け
る
規
制
が
強
化
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
消
防
本
部
と
し
て
も
、
給
油

取
扱
所
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
等
の

容
器
詰
替
え
に
つ
い
て
は
、
消
防

法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
取
扱
い
の

基
準
等
に
基
づ
き
、
今
後
も
適
切

に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
優
良
な
担
い
手
の
確
保
や
受
託

組
織
へ
の
支
援

　

担
い
手
の
高
齢
化
や
離
農
、
営

農
規
模
の
縮
小
が
進
み
、
遊
休
農

地
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
遊
休

農
地
の
解
消
、
発
生
防
止
の
観
点

か
ら
も
担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
子
ど
も
世
代
の
Ｕ

タ
ー
ン
や
他
市
町
村
か
ら
の
定
住

に
よ
る
農
業
従
事
希
望
者
を
募
る

な
ど
、
優
良
な
担
い
手
の
確
保
・

育
成
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
受
託
組
織
に
対
す
る
さ
ら
な

る
支
援
・
拡
充
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
行
政
を
筆
頭
に

関
係
機
関
、
及
び
地
元
実
行
組

合
と
課
題
共
有
の
も
と
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
実
効
性
の
あ

る
具
体
的
な
施
策
展
開
を
行
わ
れ

た
い
。

【
回
答
】
地
域
の
農
業
者
や
大
阪

府
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
内

小
な
水
田
が
多
数
見

受
け
ら
れ
る
地
域
で
は

基
盤
整
備
も
行
え
ず
、

水
張
り
も
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

補
助
金
、
交
付
金
制
度
の
利
用
に

際
し
て
は
、
地
域
農
業
の
重
要
性

を
考
慮
し
、
各
地
域
の
農
地
の
特

性
に
あ
っ
た
、
市
独
自
の
特
例
措

置
等
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】
国
の
施
策
、
動
向
等
を

注
視
し
た
上
で
、
本
市
農
業
者
の

要
望
や
実
情
に
応
じ
た
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(4)
近
年
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

は
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
の
携
行
缶
へ
の

詰
め
替
え
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
店
舗
の
従
業
員
が
行
う
と
さ
れ

て
お
り
、
農
機
具
用
燃
料
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
。
農
業
者
が
農

作
業
で
必
要
な
燃
料
を
購
入
し
や

①
農
業
経
営
継
続
の
た
め
の
支
援

(1)
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
維
持

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
営
農
者
が

高
齢
化
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

免
除
の
確
定
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
は
現
在
の
終
身
か
ら
20
年
に
短

縮
さ
れ
る
よ
う
国
に
強
く
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

の
維
持
・
継
続
を
は
じ
め
、
猶
予

期
間
の
短
縮
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
「
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」

に
お
い
て
講
ず
べ
き
施
策
の
一
つ
に

税
制
上
の
措
置
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
国
に
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
昨
今
続
く
飼
料
・
肥
料
・

農
薬
等
の
価
格
高
騰
に
対
し

て
の
国
の
支
援
に
加
え
、
市

独
自
の
支
援
を
昨
年
度
と
今

年
度
、
２
度
講
じ
ら
れ
た
が
、

今
後
も
継
続
的
な
支
援
の
実

施
を
願
い
た
い
。

【
回
答
】
物
価
高
騰
に
対
し

て
の
国
や
大
阪
府
の
今
後
の

情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
経
営
所
得
安
定
対
策
事

業
の
交
付
対
象
水
田
に
つ
い
て

「
５
年
水
張
り
ル
ー
ル
」
が

示
さ
れ
た
が
、
山
間
地
で
狭

現地調査をする委員

高槻市農業委員会だより

都
市
農
業
振
興
施
策

全
般
に
つ
い
て

1



令和 6 年 1 月　（4）

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
学
校
給
食

に
お
い
て
可
能
な
限
り
使
用
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

米
飯
給
食
の
麦
と
の
混
合
に
よ
る

提
供
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
摂

取
基
準
を
踏
ま
え
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
上
、
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
槻
産
農

産
物
の
使
用
枠
は
確
保
し
て
お
り
、

そ
れ
を
満
た
す
よ
う
生
産
者
に
供

給
量
の
増
加
を
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

②
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
推
進

　
学
校
給
食
に
お
い
て
地
域
で
作
ら

れ
た
農
産
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
日
本

の
良
き
食
文
化
や
食
生
活
を
守
り

伝
え
る
と
い
う
点
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
地
域
農
業
の

活
性
化
の
た
め
、
農
業
者
が
意
欲

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
す
べ
て
の

学
校
給
食
に
地
元
の
高
槻
産
農
産

物
の
特
別
枠
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
生
産
価
格
に
見
合
う
買
取
り

価
格
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
支
援
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
米
飯
給
食
に
お

い
て
、
地
元
高
槻
産
米
を
提
供
さ

れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
に
米
の

本
来
の
味
を
食
し
て
も
ら
う
た
め
、

麦
と
の
混
合
に
よ
る
提
供
の
見
直

し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
高
槻
産
農
産
物
に
つ
き

性
も
生
じ
る
。
耕
作
条
件
を
改
善

し
、
農
作
業
を
効
率
的
・
安
全
に

行
っ
て
い
く
た
め
、
農
道
・
農
業
用

水
路
の
整
備
・
改
良
・
補
修
に
係

る
事
業
予
算
の
拡
大
・
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
特
に
災
害
時
は
管

理
者
に
よ
り
河
川
の
護
岸
、
農
道
・

農
業
用
水
路
、
及
び
た
め
池
の
農

業
用
施
設
の
点
検
等
を
通
し
た
安

全
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】
地
元
農
業
関
係
団
体
等

が
管
理
す
る
農
業
用
水
路
等
の
農

業
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
係
る
予

算
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
関
係

団
体
等
と
協
議
・
調
整
の
上
、
農

業
基
盤
保
全
事
業
の
予
算
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
常
時
及

び
災
害
時
の
河
川
、
水
路
、
た
め

池
の
点
検
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
市
が
管
理
し
て
い

る
農
道
や
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

整
備
・
改
良
・
補
修
に
係
る
予
算

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
農
業
基
盤
保
全
事
業
の
利
用
推
進

　
農
業
基
盤
保
全
事
業
の
一
般
土

地
改
良
事
業
に
お
け
る
畦
畔
等
改

良
整
備
に
係
る
一
事
業
２
０
０
万
円

の
限
度
額
の
大
幅
な
拡
大
や
、
棚

田
等
の
農
地
に
も
当
該
補
助
金
の

活
用
が
で
き
る
よ
う
、
受
益
面
積

10
ａ 

以
上
及
び
直
高
0.9
ｍ
以
上
の

と
が
予
想

さ
れ
る
。

市
、
と
り

わ
け
教
育
委
員
会
の
積
極
的
姿
勢

で
の
事
業
の
実
施
と
課
題
解
決
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

事
業
継
続
に
向
け
た
さ
ら
な
る
予

算
の
拡
大
を
実
施
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
本
事
業
は
、
児
童
が
農

業
や
自
然
環
境
、
食
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
・
保
護
者
の
方
々
と
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
契
機
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

小
学
校
32
校
で
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
予
算

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
課

題
解
決
と
事
業
継
続
に
向
け

て
、
協
力
農
家
や
関
係
各
所

と
引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
頂
戴
し
ま
し

た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
に
お
い
て
、
情
報
共
有

地
域
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
こ
れ
ら

の
機
会
を
通
じ
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
効
果
的
な
施
策
の
実
施
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

で
、
各
地
域
が
抱
え
て
い
る
農
業

を
継
続
し
て
い
く
上
で
の
問
題
の

共
有
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抜
本
的

な
対
策
を
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

【
回
答
】
地
元
農
業
関
係
団
体
や

①
学
校
学
習
田
支
援
事
業

　

学
校
学
習
田
事
業
は
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
食
の
大

切
さ
に
加
え
、
地
域
の
良
好
な
都

市
環
境
の
形
成
や
維
持
等
、
農
地

が
多
面
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
る
貴
重
な
体
験
の

機
会
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
、
事
業
を
担
う
実
行
組
合
員
の

高
齢
化
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
、
近
い
将
来
、
方
針
や
体
制
・

組
織
の
見
直
し
が
課
題
に
な
る
こ

ず
ど
こ
か
で

発
生
す
る
集

中
豪
雨
に
起

因
し
た
甚
大
な
被
害
に
よ
り
利
用

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
ま
た
、
災
害
等
に
よ
り
被

害
の
現
状
把
握
が
な
さ
れ
な
い
こ
と

で
、
二
次
的
な
災
害
を
招
く
可
能

①
農
道
や
農
業
用
水
路
等
の
整
備

　

農
道
や
農
業
用
水
路
等
は
都
市

農
業
の
維
持
発
展
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
基
盤
で
あ
る
。

し
か
し
、
老
朽
化
や
こ
こ
数
年
必

高槻市農業委員会だより

稲刈りを行う小学生たち

服部越瓜の品評会の様子

農
地
の
保
全
に
向
け
た

農
業
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

2

地
産
地
消
や
食
育
啓
発
、

主
産
地
育
成
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

3



（5）　令和 6 年 1 月　

部
の
檻
で
試
験
運
用
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
、
調
査
・
研
究
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
捕
獲
檻
を
増

加
し
、
檻
の
貸
出
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

⑷
わ
な
猟
免
許
の
補
助
金
は
あ
る

が
網
猟
免
許
は
対
象
外
で
あ
る
た

め
、
補
助
金
対
象
を
拡
大
さ
れ
た

い
。

【
回
答
】
わ
な
猟
免
許
の
補
助
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
が
地
区
の
要
望

に
基
づ
き
設
置
し
て
い
る
檻
の
見

回
り
等
を
安
全
に
行
う
た
め
、
実

行
組
合
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

を
選
定
い
た
だ
き
、
補
助
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
銃
・
網
等
の
一

般
狩
猟
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は

対
象
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
他

市
事
例
等
も
踏
ま
え
研
究
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
回
答
】
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
状
況
調
査
の
結
果
や
各

地
区
か
ら
の
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
施
設
設
置
事
業
の
申
請

状
況
等
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
予
算
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑶
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
檻
の
設
置
補

助
に
係
る
予
算
の
拡
大
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。
従
来
の
囲
い
わ
な
・
箱

わ
な
だ
け
で
は
効
率
的
な
防
除
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
く
く
り

わ
な
等
の
使
用
許
可
、
及
び
監
視

機
能
付
箱
わ
な
の
設
置
を
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
が
多
く
檻
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
増
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
回
答
】
く
く
り
わ
な
等
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
性
質
と
危
険
性
に
十

分
配
慮
し
た
う
え
で
、
猟
友
会
の

有
害
駆
除
に
係
る
捕
獲
従
事
者
の

使
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り

ま
す
。
捕
獲
檻
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
農
業
関
係
団
体
等
と
協
議

し
、
設
置
済
み
の
檻
の
再
配
置
等

の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
監
視
機
能
付
箱
わ
な
に
関

し
ま
し
て
は
、
国
と
協
力
し
て
一

①
有
害
鳥
獣
対
策

　

有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
を
目
的

に
、「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
」
が

平
成
19 
年
に
成
立
し
、
国
に
お
い
て

広
域
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
は
後
を
絶

た
な
い
。
農
業
者
の
耕
作
意
欲
を

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
国
に
対
し
、

本
事
業
の
継
続
実
施
を
強
く
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
市
に
お
い
て
も

地
域
主
導
に
よ
る
対
策
を
う
た
う

本
法
の
趣
旨
に
則
り
、
以
下
の
意

見
に
つ
い
て
対
応
さ
れ
た
い
。

⑴
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
有

害
鳥
獣
対
策
事
業
の
諸
予
算
を
増

額
し
、
各
種
補
助
施
策
に
つ
い
て
一

律
５
割
の
補
助
を
実
現
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
本
事
業
に

対
す
る
農
業
者
の
需
要
も
高
い
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
予
算
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
有
害
鳥
獣
の
防
護
柵
の
設
置
補

助
に
係
る
予
算
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、
既
存
防
護
柵
の
補
修
や
電

気
柵
の
設
置
に
係
る
工
事
費
や
電

気
代
等
の
運
用
費
に
つ
い
て
も
補
助

の
対
象
と
さ
れ
た
い
。

畦
畔
等
工
事
の
利
用
要
件
を
見
直

し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
制
度

設
計
を
実
施
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
農
業
基
盤
保
全
事
業
の
一

般
土
地
改
良
に
お
け
る
畦
畔
等
改

良
整
備
の
採
択
基
準
に
つ
き
ま
し

て
は
、
限
り
あ
る
補
助
金
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通

り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
複

数
年
度
に
わ
た
る
事
業
の
実
施
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

採
択
要
件
を
緩
和
し
た
需
給
調
整

促
進
特
別
対
策
事
業
が
あ
り
ま
す

の
で
、
一
般
土
地
改
良
事
業
の
要

件
に
満
た
な
い
小
規
模
な
事
業
は

そ
ち
ら
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

③
農
業
用
水
の
確
保
対
策

　

農
業
用
水
が
不
足
す
る
地
区
に

お
い
て
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
地

域
の
実
情
を
十
分
把
握
し
、
複
数

の
井
戸
を
新
設
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

各
地
に
点
在
す
る
た
め
池
（
個

人
所
有
で
あ
っ
て
も
地
域
で
使

用
さ
れ
水
利
権
が
発
生
す
る

等
）
の
整
備
・
改
修
や
耐
震

検
査
等
は
、
農
業
用
水
の
渇

水
対
策
の
み
な
ら
ず
、
防
災
対

策
と
し
て
も
意
義
が
あ
る
た
め

早
期
に
実
施
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】地
元
農
業
関
係
団
体

等
が
所
有
す
る
農
業
用
水
確

保
の
た
め
の
井
戸
及
び
た
め

池
に
つ
き
ま
し
て
は
、農
業
基
盤
保

全
事
業
の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。た
め
池
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

は
、現
在
、大
阪
府
が
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
を
対
象
に
一
定
規
模

以
上
の
も
の
か
ら
順
次
実
施
さ
れ

て
お
り
、そ
の
他
の
規
模
の
た
め
池

に
つ
い
て
も
早
期
に
実
施
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

④
小
規
模
な
農
地
の
集
約
化
事
業

の
推
進

　

効
率
的
・
経
済
的
な
農
業
を
営

む
た
め
、
小
規
模
な
耕
地
整
理
が

実
施
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
創
設

さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
小
規
模
基
盤
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
周

知
に
努
め
、
農
業
者
の
要
望
や
実

情
に
応
じ
た
効
果
的
な
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高槻市農業委員会だより

農
空
間
を
取
り
巻
く

　
良
好
な
環
境
の
形
成
に
つ
い
て

藁を利用したクリスマスリース作り（郡家）

野菜の収穫体験（塚脇）
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令和 6 年 1 月　（6）

は
、
悪
臭
や
下
流
へ
の
流
れ
の
阻
害

の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
の
集

中
豪
雨
の
際
に
度
々
発
生
す
る
水

位
の
急
上
昇
の
一
因
に
も
な
っ
て
い

る
。
定
期
的
な
点
検
と
浚
渫
工
事
、

三
面
護
岸
（
Ｕ
字
溝
）
工
事
施
工

等
の
実
施
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

近
年
は
雑
草
類
の
生
育
も
早
い
た

め
、
水
利
組
合
員
等
で
の
作
業
が

困
難
な
小
溝
の
土
砂
、
雑
草
の
除

去
実
施
の
サ
イ
ク
ル
を
短
縮
さ
れ
た

い
。さ
ら
に
は
、地
域
の
要
望
に
沿
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
池
・
川
・
水

路
等
の
除
草
、
ゴ
ミ
の
回
収
を
継

続
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
市
が
管
理
す
る
公
有
水

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

清
掃
等
を
行
い
、
機
能
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
草
や

ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
き
ま
し
て
も
、

地
元
農
業
関
係
団
体
等
と
連
携
し

名
の
公
表
等
の
罰
則
規
定
を

設
け
る
こ
と
で
、
実
効
あ
る
運

用
が
で
き
る
よ
う
見
直
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
農
道
も
含
め
た
道

路
に
面
し
た
農
地
へ
の
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
抑
制
の
た
め
、
道
路

に
面
し
た
部
分
に
高
さ
1.5
ｍ
以

上
の
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
に
対
す

る
補
助
制
度
を
市
に
お
い
て
創

設
す
る
こ
と
を
改
め
て
検
討
さ

れ
た
い
。

【
回
答
】
不
法
投
棄
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
に
お
き
ま
し

て
農
地
や
山
林
に
関
わ
ら
ず
規
制

さ
れ
て
お
り
、
個
人
及
び
法
人
と

も
に
罰
金
や
懲
役
等
の
罰
則
が
設

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
公
共
の
場

所
へ
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
対
策
も
含
め
て
そ
の
場
所
の

管
理
者
へ
、
私
有
地
の
場
合
に
は

警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に

つ
き
ま
し
て
は
、
告
知
看
板
等
に

よ
る
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
農
業
者
や
地
元
農
業

関
係
団
体
等
で
の
対
応
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

④
農
業
用
水
路
等
の
管
理

　

農
業
用
水
路
に
お
け
る
不
法
投

棄
、
汚
泥
、
土
砂
、
空
き
缶
等
の

ゴ
ミ
の
堆
積
や
菱
や
水
草
の
繁
茂

い
て
も
負
担
が
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
防
除
薬
剤
の
無
料

配
布
等
を
含
め
た
施
策
の
実
施
を

実
現
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害

防
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
で

の
水
路
清
掃
活
動
や
、
利
水
管
理

等
に
お
い
て
防
除
に
努
め
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

面
的
一
斉
駆
除
や
農
薬
等
に
対
す

る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
圃
場

ご
と
に
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

各
農
業
者
や
実
行
組
合
等
で
対
応

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

有
効
な
防
除
対
策
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
大
阪
府
や
関
係
団
体
と

連
携
し
て
被
害
防
除
に
向
け
た
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
不
法
投
棄
へ
の
対
策

　

農
道
も
含
め
た
道
路
に
隣
接
す

る
農
地
は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や

ペ
ッ
ト
の
糞
等
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
。
特
に
空
き
瓶
、
空
き
缶

等
の
投
棄
は
農
業
用
機
械
の
損
壊

の
原
因
と
な
り
、
農
作
業
上
の
怪

我
の
原
因
に
も
な
り
う
る
。「
高
槻

市
ま
ち
の
美
化
を
推
進
す
る
条
例
」

を
改
正
し
、同
条
例
で
定
め
る
「
そ

の
他
の
公
共
の
場
所
」
に
、
道
路

に
隣
接
す
る
農
地
や
山
林
等
も
含

め
投
棄
を
規
制
す
る
と
も
に
、
悪

質
な
違
反
者
に
対
し
て
は
、
個
人

に
、
近
年
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ

る
サ
ル
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
を
追
加
指

定
し
、
有
害
鳥
獣
の
特
性
や
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
対
応
を
実
施
さ

れ
た
い
。（
農
産
物
に
被
害
を
も
た

ら
す
鳥
獣
）
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
、サ
ル
、

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
カ
ラ
ス
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ス

ズ
メ
等

【
回
答
】
農
産
物
に
被
害
を
も
た
ら

す
様
々
な
種
類
の
有
害
鳥
獣
の
対

応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
猟
友
会
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
農
作
物
被
害
の
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除
対
策

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
つ
い
て
は
各
農
業

者
で
駆
除
・
防
除
対
策
を
実
施
し

て
い
る
が
、
市
内
全
域
の
水
田
で
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
下

に
あ
り
、
根
絶
に
は
複
数
年

の
長
期
的
な
一
斉
駆
除
の
取

組
が
必
要
と
な
る
。
市
に
よ

る
被
害
状
況
調
査
の
実
施

と
有
効
な
対
策
方
法
等
に
つ

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
た
情
報
収
集
、
並

び
に
研
究
を
行
い
、
有
効
性

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
市
内

の
農
業
者
に
対
し
て
周
知
啓

発
・
情
報
提
供
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
農
業
者
に
と
っ
て
防

除
薬
剤
等
に
係
る
費
用
に
つ

⑸
近
年
は
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ

る
農
産
物
の
被
害
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
個
人
で
も
対
策
を
取
っ
て

い
が
そ
の
効
果
は
極
め
て
少
な
い
た

め
、
行
政
に
よ
る
現
地
で
被
害
状

況
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
早
急

に
有
効
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
猟
友
会
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
作

物
被
害
の
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
施
設
設
置
事
業
の
活
用
も
併
せ

て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

⑹
農
産
物
に
被
害
を
も
た
ら
す
鳥

獣
は
下
記
に
列
記
す
る
よ
う
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
被
害
状
況
も

異
な
る
。
捕
獲
対
象
の
有
害
鳥
獣

高槻市農業委員会だより

定例総会の様子

安満遺跡公園の農産物即売会
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ウ
キ
ク
サ
）
等
の
駆
除
に
向
け
た

対
策
に
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
回
答
】
た
め
池
に
入
る
な
ど
の
行

為
は
、
安
全
面
に
お
い
て
も
非
常

に
危
険
で
あ
る
た
め
、
学
校
を
通

じ
て
児
童
生
徒
に
対
し
、
た
め
池

に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。
地
元
農
業
関
係
団

体
等
が
所
有
す
る
水
路
・
た
め
池

等
の
安
全
管
理
の
た
め
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
農
業
基
盤
保
全
事
業

の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

た
め
池
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
大
阪
府
が
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
を
対
象
に
一
定
規

模
以
上
の
も
の
か
ら
順
次
実
施
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
規
模
の
た

め
池
に
つ
い
て
も
早
期
に
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
菱
等
の
駆
除
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
常
管
理

の
一
環
と
し
て
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

⑦
農
業
用
水
の
水
質
保
全

　

農
業
用
水
路
や
た
め
池
に
お
い

て
、
ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
や
近
隣

で
開
発
が
行
わ
れ
た
事
業
所
や
幹

線
道
路
等
か
ら
流
入
す
る
油
類
に

よ
り
水
質
汚
染
が
生
じ
て
い
る
。

特
に
産
業
廃
棄
物
等
に
よ
る
異
臭

や
レ
ジ
袋
等
の
ご
み
・
ホ
コ
リ
の
飛

来
に
よ
り
健
康
被
害
の
影
響
、
ひ

い
て
は
、
農
業
用
水
の
水
質
悪
化

も
懸
念
さ
れ
る
。
農
業
用
水
路
・

た
め
池
の
水
質
保
全
の
た
め
、

定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施

し
、
水
質
改
善
に
向
け
た
近

隣
の
事
業
所
等
へ
の
指
導
、
ま

た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

排
水
対
策
の
指
導
を
徹
底
し
、

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】
農
業
用
水
路
や
河

川
等
の
水
質
検
査
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
５
年
度
現
在
、

市
内
21
地
点
に
お
い
て
定
期

的
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
通
報
等
に
よ
り
水
質
汚
濁
等

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
流
出
し
た
油
の
回
収
や
流
出
防

止
対
策
を
行
う
と
と
も
に
原
因
者

に
対
す
る
改
善
指
導
を
行
い
、
再

発
防
止
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

⑧
良
好
な
農
空
間
の
維
持

　

農
地
や
そ
の
近
隣
で
の
開
発
事

業
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
農
地
の
用

排
水
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

事
業
者
に
対
し
て
地
元
実
行
組
合

等
と
十
分
に
協
議
す
る
よ
う
に
指

導
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
開
発
事
業
者
に
は
、
開

発
条
例
に
お
け
る
本
市
と
の
事
前

協
議
の
際
に
、
周
辺
の
営
農
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
地
元
農

業
関
係
団
体
と
の
協
議
・
調
整
を

図
る
よ
う
に
引
き
続
き
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑨
水
路
の
不
法
占
拠
に
つ
い
て

　

住
宅
の
側
面
・
裏
側
に
接
す
る

水
路
に
軽
易
な
鉄
板
や
木
製
の
構

造
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
想
像

を
は
る
か
に
超
え
る
記
録
的
な
豪

雨
で
一
気
に
増
水
し
、
浸
水
等
被

害
の
大
き
な
要
因
に
も
な
り
う
る
。

今
後
、
設
置
者
が
不
在
と
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
早
急
に

不
法
占
拠
構
造
物
の
撤
去
を
お
願

い
し
た
い
。

【
回
答
】
市
が
管
理
す
る
公
有
水

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
路
の
不
法
占
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
通
報
に
基
づ
き
、
現
地
を

確
認
し
、
境
界
等
の
調
査
の
上
、

所
有
者
に
対
し
、撤
去
指
導
等
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
が
、
指
導
等
が
困
難

な
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
対
応
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

農
地
に
隣
接
す
る
道
路
か
ら
の

雨
水
・
油
類
の
流
入
と
ゴ
ミ
・
砂

利
等
が
落
下
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
現
状
把
握
に
努

め
、
問
題
が
生
じ
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
は
排
水
改
善
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑥
た
め
池
の
適
正
な
管
理

　

た
め
池
で
の
水
難
事
故
防
止
の

た
め
の
点
検
や
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
実
行
組
合
等
で
行
う
よ
う
府
や

市
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
行

政
で
の
費
用
負
担
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
学
校
・
保
護
者
・

自
治
会
な
ど
に
対
し
、
危
険

性
の
啓
発
や
危
険
区
域
へ
の
立

入
禁
止
の
指
導
を
徹
底
さ
れ
た

い
。
さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
た

め
池
等
に
つ
い
て
は
、
農
業
に

お
い
て
死
活
問
題
で
あ
る
こ
と

に
加
え
安
全
面
で
も
危
険
を

伴
う
た
め
、所
有
者
を
問
わ
ず
、

市
に
お
い
て
耐
震
調
査
の
実
施

や
適
正
な
管
理
に
係
る
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
菱
や
ア
ゾ

ラ
・
ク
リ
ス
タ
タ
（
オ
オ
ア
カ

な
が
ら
、
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
農
道
の
管
理

　

農
道
等
で
の
迷
惑
駐
車
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
農
作
業
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
警
告
看
板
の
設
置
や

地
元
実
行
組
合
と
協
力
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
等
の
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
農
地
に
接
す
る

道
路
か
ら
雨
水
・
油
類
の
流
入
と

ゴ
ミ
・
砂
利
等
が
落
下
す
る
状
況

が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
道
路
面

が
農
地
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る

こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
か
ら
、
道

路
構
造
の
改
善
等
対
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

【
回
答
】
農
道
等
で
の
迷
惑
駐
車
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
い

て
対
応
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
告

知
看
板
等
に
よ
る
啓
発
に
努
め
て

高槻市農業委員会だより

調査員たちが農地利用状況調査を実施

府下全農業委員会が集う農業委員会大会
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11
月
12
日
、
月
12
日
、
史
跡
嶋
上
郡
衙
跡

で
第
50
回
農
林
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
4100
人
の
方
が
来
場
し
、
開
会
時
間

前
か
ら
農
物
産
の
販
売
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る

な
ど
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委

員
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
高
槻
の
農
業
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
展
を
開
催
。
今
回
の
農
林
業
祭

は
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　12 月 16 日に「たかつき冬の農産物即売会」が安満遺跡公園で行われ、
昨年の夏に引き続き、多くの出店がありました。
　高槻市農業振興団体協議会が主催するこのイベントは、関係団体と
多くの農業者が出店し、開始前から長蛇の列ができるなど、多くの来
場者が訪れ賑わいを見せました。
　地元高槻の旬の野菜や米、花など、新鮮で安心・安全な農産物や花
苗を求め、大盛況となりました。

高槻市農業委員会だより

たかつき冬の農産物即売会を開催
安満遺跡

公園

第
50
回
農
林
業
祭
を
開
催挨拶をする濱田市長

農業委員会ブースの様子

野菜を販売する畑委員

即売会の様子

即売会に出店する石田委員(左 )と渡邊委員（右）

挨拶をする森本会長


